
真岡東中学校 学校だより 教 育 目 標 令和４年度

真理(まこと)を求める生徒
情操(こころ)を深める生徒
身体(からだ)を鍛える生徒

高め合い 磨き合い 感動し合い
｢愛｣いっぱいの真岡東中

思いを体現する ～令和４年度春季運動会～

今年度、初めて１学期（６／１１）に開催しました運動会
に際しましては、多くの保護者の方々にご来校いただき、半
日ではありましたが盛大に開催できましたこと、心より感謝
申し上げます。これまで実施してきた９月は残暑が厳しいこ
とから、準備する時間が少ないことが懸念された６月の開催
としましたが、生徒たちの主体的な取組のおかげで、成功裏
に終えることができました。
今年の運動会は、実質３日間という極めて短い期間での準

備・練習でした。選手宣誓でも代表生徒が述べてくれたよう
に、今年の３年生は入学当初から新型コロナの影響で、分散登校や行事の削減など、様々な制限の中
で中学校生活を送ってきました。そのような中でも、生徒たちは３年生が見事なリ－ダ－シップを発
揮し、主体的に練習に取り組み、準備も効率よく行っていました。これまでの運動会への概念を変え
る取組でした。
各学級が心を一つにして、一つ一つの種目に必死に取り組み、それを必死に応援する姿は感動的で、

まさしく「思いを体現する」東中生徒の姿を見せてくれた運動会となりました。

惜敗から学ぶ ～県春季各種大会～

６／３から６／５にかけて、県春季各種大会が行われました。本校からは、陸上・サッカ－・卓球
・野球・バドミントン・剣道(個人)の各部が芳賀郡市の代表として参加しました。いずれの試合も、
あと１点、あと１ポイントで惜敗し、涙を飲む結果でした。しかし、大会を終えた生徒たちの表情は、
とてもすがすがしく、惜敗から大切なものを得たように見えました。７／５の郡市総体陸上大会を皮
切りに、７／９から各種大会がスタ－トします。３年生にとっては最後の大会です。３年間の部活動
を締めくくるにあたり、悔いのない試合をし、是非とも、全ての部で県大会に出場してくれることを
願っております。

東中パパさん学校応援隊

昨年度からスタ－トした「東中パパさん学校応援隊」ですが、今年度も多くの方々にご賛同いただ
き、運動会の日の午後に第一回目の活動を行いました。今年度は、水泳の授業を早めに実施するため、
プ－ルの施設の環境整備のご尽力いただきました。
防風ネットの整備・入り口扉等のペンキ塗り・下

駄箱のニス塗りなどにご協力いただき、見違える程
きれいなプ－ルになりました。
運動会後のテント片付けを含め、さらによい教育

環境になるために、多くの方々に支えていただいて
いることに対して、心からの敬意と感謝の意を表し
たいと思います。


